
【今後の運用】
①Ver3.2.0の公開期限を R10.3.31までとする
②その後は、個別対応方法により計算可能（省エネサポートセンターに問い合わせ頂くことで、
一時的にVer3.2.0の使用が可能）

旧Ver3.2.0の今後の運用について

共同住宅に係る評価方法等の改正に伴う経過措置のうち、Ver3.2.0については今後以下の通り運用す

ることとします。

https://www.mlit.go.jp/common/001500330.pdf
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